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熱
意
に
呼
応
す
る
よ
う
に
地

区
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
も

誕
生
。
現
在
は
、
京
都
で
会

社
員
を
し
て
い
た
姫
路
市
出

身
の
黒
田
淳
司
さ
ん
が
、
奥

さ
ん
の
故
郷
で
あ
る
淡
路
島

で
、
独
立
を
め
ざ
し
て
雇
用

従
事
者
と
し
て
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

地
区
の
高
台
か
ら
は
美
し

い
播
磨
灘
の
海
が
広
が
る
。

初
夏
を
思
わ
せ
る
青
空
の

下
、
岡
田
さ
ん
と
黒
田
さ
ん

の
ま
ぶ
し
い
笑
顔
が
輝
い

た
。

（
山
口
昭
彦
）

ど
の
観
光
農
園
や
直
売
所
な

ど
の
「
大
坪
だ
ん
だ
ん
フ
ァ

ー
ム
」
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

利
益
は
地
区
に
還
元
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
常
時
雇
用
７

人
、
パ
ー
ト

人
の
雇
用
も

生
み
出
し
た
。

ま
た
、
岡
田
さ
ん
た
ち
の

集
落
営
農
に
取
り
組
ん
で
き

た
。淡

路
島
の
温
暖
な
気
候
を

生
か
し
、
「
水
稲
の
裏
作
」

と
し
て
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野
菜
を
栽

培
。

年
に
は
イ
チ
ゴ
、
ビ

ワ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ブ
ド
ウ
な

と
耕
作
放
棄
地
の
増
加
で
集

落
の
存
続
危
機
に
直
面
し
て

い
た
。

こ
う
し
た
中
、
定

年
退
職
を
迎
え
た
岡

田
昭
男
さ
ん
と
同
世

代
の
３
人
が
中
心
と

な
り
、
２
０
１
２
年

に
営
農
組
合
を
立
ち

上
げ
る
と
と
も
に

（
後
に
株
式
会
社

化
）
、

年
か
ら
は

圃
場
整
備
事
業
に
着

手
す
る
な
ど
、
一
集

落
一
農
場
方
式
で
の

【
兵
庫
】
中
山
間
地
域
の

急
傾
斜
地
に
広
が
る
淡
路
市

生
田
大
坪
地
区
は
、
高
齢
化

録
制
の
ア
ポ
イ
ン
ト
型
商
談

＋
フ
リ
ー
商
談
②
フ
リ
ー
商

談
の
み
の
２
パ
タ
ー
ン
か
ら

選
択
で
き
る
。
フ
リ
ー
商
談

は
、
ブ
ー
ス
に
訪
れ
る
買
い

手
と
事
前
予
約
無
し
で
フ
リ

ー
に
商
談
で
き
る
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多

く
の
事
業
者
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
、
販
路
拡
大
に
つ
な

が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

締
め
切
り
は
６
月
14
日
。

商
談
の
進
め
方
の
研
修
会
も

予
定
し
て
い
る
。

詳
細
は
、
『
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
京
都
』
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://www.

agr-k.or.jp/nbc-kyoto/

contents/1200/

）
で
紹
介

し
て
い
る
。
（
阿
部
高
廣
）

日
に
開
催
さ
れ

る
「
き
ょ
う
と

農
業
ビ
ジ
ネ
ス

商
談
会
・
展
示

会
２
０
２
４
」

の
売
り
手
の
募

集
が
始
ま
っ

た
。
府
内
の
農

林
漁
業
者
・
食

品
製
造
加
工
業

者
と
全
国
の
販

売
業
者
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
、

販
路
開
拓
を
支
援
す
る
。

出
展
方
法
は
、
①
事
前
登

【
京
都
】
京
都
市
勧
業
館

｢

み
や
こ
め
っ
せ｣

で
10
月
24

「
今
後
の
規
模
拡
大
や
集
約

化
の
推
進
に
は
Ａ
Ｉ
は
有

効
。
多
く
の
会
員
に
ザ
ル
ビ

オ
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、

経
営
向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
中
野
剛
）

営
農
支
援
シ
ス
テ
ム

だ
。
ま
た
、
農
機
メ

ー
カ
ー
と
連
携
し
、

田
植
機
、
ド
ロ
ー

ン
、
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ

ス
タ
ー
の
可
変
施
肥

を
実
現
。
生
育
の
安

定
、
過
剰
施
肥
の
抑

制
に
よ
る
コ
ス
ト
の

削
減
と
環
境
負
荷
の

低
減
に
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

研
修
会
で
は
、
同

シ
ス
テ
ム
を
い
ち
早

く
導
入
し
た
埼
玉
県

の
㈱
山
崎
ラ
イ
ス
代

表
取
締
役
の
山
崎
能

央
さ
ん
が
、
そ
の
成

果
を
説
明
し
た
。
ま

た
、
㈱
イ
カ
リ
フ
ァ
ー
ム
代

表
取
締
役
の
井
狩
篤
士
さ
ん

と
と
も
に
、
同
シ
ス
テ
ム
の

普
及
が
進
ん
で
い
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
現
地
視
察
の
取
り
組
み

状
況
を
報
告
し
た
。

研
修
後
、
久
保
田
会
長
は

同
ザ
ル
ビ
オ
は
、
人
工
衛

星
か
ら
各
農
家
の
圃
場
を
確

認
し
、
生
育
状
況
や
地
力
を

可
視
化
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
生
育

の
予
測
な
ど
が
可
能
と
な
る

ー
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
推
進
を

目
的
と
し
た
研
修
会
を
開

催
。
会
員
ら

人
が
参
加
し

た
＝
写
真
。

【
滋
賀
】
県
稲
作
経
営
者

会
議
（
久
保
田
九
会
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
近
江
八
幡
市
で

ザ
ル
ビ
オ
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ

業
の
将
来
に
危
機
感
を
つ
の

ら
せ
た
。

「
同
世
代
の
仲
間
を
増
や

し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業

を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
話

す
生
田
さ
ん
。
将
来
の
地
域

農
業
を
担
う
若
手
農
家
と
し

て
意
気
込
み
十
分
だ
。

（
沼
田
湧
悟
）

策
定
の
た
め
の
集
落
座
談
会

に
も
出
席
。
担
い
手
の
高
齢

化
や
減
少
が
進
む
実
態
を
目

の
当
た
り
に
し
、
箕
面
市
農

え
、
正
式
に
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
農
作
業
に
従
事
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

現
在
は
独
立
し
、
箕
面
市

西
宿
な
ど
の
約
30
㌃
の
農
地

で
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
コ
マ
ツ

ナ
を
中
心
に
多
品
目
の
野
菜

を
生
産
。
約
９
割
を
学
校
給

食
に
出
荷
し
て
い
る
。

委
員
就
任
後
、
地
域
計
画

と
し
て
勤
務
。
２
０
１
３
年

度
か
ら
遊
休
農
地
な
ど
を
ス

タ
ッ
フ
が
耕
作
し
、
学
校
給

食
な
ど
に
供
給
す
る
「
箕
面

市
農
業
公
社
」
の
活
動
が
始

ま
っ
た
。
業
務
を
手
伝
う
中

で
畑
仕
事
の
楽
し
さ
を
覚

【
大
阪
｢

法
律
か
ら
農
業

の
こ
と
な
ど
、
先
輩
委
員
の

皆
さ
ん
に
優
し
く
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る｣

と
話
す
の
は


箕
面
市
農
業
委
員
に
就
任
し

て
１
年
目
の
生
田
梨
恵
さ
ん

（
38
）
。
こ
れ
か
ら
市
内
で

長
く
農
業
を
営
む
に
あ
た

り
｢

他
地
域
の
農
家
の
話
を

聴
け
る
の
は
勉
強
に
な
る
」

と
委
員
募
集
に
応
募
し
た
。

元
々
市
役
所
の
事
務
職
員

▷24

箕
面
市

生
田
梨
恵
さ
ん

箕
面
市

生
田
梨
恵
さ
ん

ま
し
た
」
と
話
す
志
野

さ
ん
。
「
な
ら
担
い
手

・
農
地
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
か
ら
桜
井
市
吉

備
地
区
の
農
地
が
紹
介

さ
れ
、
同
市
農
業
委
員

会
の
髙
橋
秀ひ

で

壽と
し

委
員
の

協
力
な
ど
も
あ
り
、
農

地
確
保
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
。

志
野
さ
ん
は

「
栽
培
面
積
を

増
や
し
な
が
ら
、
収
量
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
６
次
産
業

化
に
も
取
り
組
み
た
い
」
と

語
る
。

（
木
村
将
史
）

の
魅
力
創
造
国
際
大
学
校
へ

入
学
し
、
卒
業
後
の

年
４

月
に
就
農
し
た
。「

農
地
確
保

が
一
番
苦
労
し

【
奈
良
】
「
や
れ
ば
や
る

ほ
ど
結
果
が
出
る
の
が
農

業
」
と
話
す
の
は
、
桜
井
市

の
志
野
光
寛
さ
ん
（

）

だ
。
古
都
華
な
ど
イ
チ
ゴ
の

高
設
栽
培
を
し
て
い
る
。

志
野
さ
ん
は
、
ホ
テ
ル
マ

ン
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、

残
り
の
人
生
で

地
元
で
農
業
を

す
る
こ
と
で
、

食
と
農
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役

に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
４
年
前
、
な
ら
食
と
農

桜
井
市

志
野
光
寛
さ
ん

桜
井
市

志
野
光
寛
さ
ん

食
と
農
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
に

イ
チ
ゴ
高
設
栽
培
６
次
化
も
視
野

地
域
に
若
手
農
家
を
増
や
し
た
い

多
品
目
の
野
菜

学
校
給
食
に
出
荷

「
６
月
中
旬
ま
で
収

穫
に
励
む
」
と
話
す

志
野
さ
ん

「
自
分
の
経
営
が
成
功
す
る
こ

と
で
、
農
業
公
社
の
研
修
生
た

ち
も
い
ず
れ
箕
面
市
内
で
就
農

し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
」

と
生
田
さ
ん

ま
た
、
１
次
産
業
を
支
援
す
る
地

域
商
社
「
㈱
は
ま
さ
と
」
と
連
携
し

た
「
農
の
関
係
人
口
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
協
賛
企
業
を
募
り
、
圃
場

管
理
全
般
を
同
社
が
担
う
と
と
も

に
、
生
産
さ
れ
た
農
作
物
を
企
業
に

引
き
渡
す
「
地
域
支
援
型
農
業
」
の

取
り
組
み
も
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
地
中
海
原
産
の
夏

野
菜
の
ト
レ
ビ
ス
栽
培
を
通
じ
た
農

業
者
の
収
益
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
企
画
し
て
い
る
。

同
町
の
農
業
委
員
も
務
め
る
白
井

代
表
理
事
は
「
一
般
的
な
農
地
集
積

・
集
約
化
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合

は
農
地
所
有
者
は
農
業
か
ら
縁
が
切

れ
て
し
ま
う
。
雇
用
や
農
業
体
験
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
農
業

か
ら
住
民
を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と

の
な
い
農
業
の
モ
デ
ル
を
作
り
た

い
」
と
話
す
。

（
田
村
健
伍
）

【
和
歌
山
】
日
高
町
で
は
、
若
手

農
業
者
ら
が
中
心
と
な
り
、
４
月
１

日
に
農
業
者
支
援
団
体
（
一
社
）
ア

ッ
セ
ン
ブ
ル
日
高
（
白
井
雄
太
代
表

理
事
）
を
設
立
。
町
や
農
業
委
員

会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
る
。

そ
の
活
動
の
一
環
が
、
同
町
小
浦

地
区
で
の
「
持
続
可
能
な
農
地
活
用

モ
デ
ル
」
の
構
築
だ
。
同
地
区
は
全

住
民
が
95
人
の
小
さ
な
集
落
。
農
地

面
積
は
約
10
㌶
だ
が
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
よ
り
、
農
業
の
後
継
者
が

ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い

た
。そ

こ
で
、
同
社
が
地
区
の
農
地
の

大
半
を
借
り
受
け
、
ド
ロ
ー
ン
や
ラ

ジ
コ
ン
草
刈
機
に
よ
る
省
力
化
、
緑

肥
の
導
入
や
分
業
化
に
よ
る
生
産
コ

ス
ト
低
減
を
通
じ
て
、
農
地
の
維
持

管
理
を
担
っ
て
い
く
。

雇用創出｢地区の未来｣拓く

淡路市 大坪だんだんファーム淡路市 大坪だんだんファーム

集落営農観光農園を柱に

農
の
Ａ
Ｉ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
探
る

滋
賀
県
稲
作
経
営
者
会
議
が
ザ
ル
ビ
オ
研
修
会

ＪＡから資材や栽培技術のサポートを受け、トレビスの定植作業を行った

10月に京都で
農業ビジネス商談会･展示会

売
り
手
を
募
集
中

昨
年
も
多
く
の
商

談
が
行
わ
れ
た

日高町 アッセンブル日高 若
手
農
業
者
が
支
援
団
体
を
法
人
化

若
手
農
業
者
が
支
援
団
体
を
法
人
化

若
手
農
業
者
が
支
援
団
体
を
法
人
化

持
続
可
能
な
農
業
モ
デ
ル
構
築
へ

持
続
可
能
な
農
業
モ
デ
ル
構
築
へ

岡
田
さ
ん
（
右
）

と
黒
田
さ
ん

近畿 ８年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


